







体」といった漢語で訳され鍵言葉となっているのか。 「深淵の沈黙」を主張する に、どうして高峰の叫びから話が始まるのか……彼の文章表現の激しさだけに囚われていては、その思想の真価は問えない。戦禍の絶望のどん底から第一級の知性をもって立ち現れた彼 思想をきちんと理解しなければ、私にとってのベトナム研究は先に進めない。そんな思いに駆られながら、私 本書を読み 翻訳 きた。そ て今回の出版 際し は、上記のような疑問に対する読者の理解の補助にも るよう、割註、訳註、訳者解説を付した。
本当ならば、 『文芸と哲学における新たな意識』のほう
が読みやすく最初に紹介するのにふさわしい本だ たかもしれない。だが、本学出版会から出してもらえるなら、まずはこのゴリゴリの思想書を出さなければと った。思想というだけでも売れないのに、 「性体」そ 他 ジャーゴン溢れる訳書など、欧米ですでに評価 れているデリダみたいな人のもの以外、普通の出版社からはまず出せないだろう。沈黙を標榜する本書が、言葉を専門に扱う本学か
出るというのも、逆説的で、美しい。
彼の純粋すぎる思いが、地域、時代を超えて徹底的に忌




















は、いわば文学的な興味からだった。 「悲壮の意識」 「絶望の意識」 「孤立の意識」 「虚無の意識」といったどうしようもない負性を帯びた章題の並ぶ評論集『文芸と哲学における新たな 』 。そしてそ 中の、 「燃やせ 燃やせ。世界中のあらゆる本を燃やせ！」 「人類よ 撃ち合え、殺しあえ！」といった正気の沙汰とは思え い叫喚。あるいは、思想書『思想の深淵』での、 「 は死んだ。詩歌は死んだ。思想は死んだ」という人文知の死亡宣告。
「春など二度と






明に対峙せんがため、原書の数々の読解を通じて積み上げられた古今東西に渡る膨大 知 があり 彼の思想がそこを経巡り突き抜けてしまったがための思想であることに気付いたのは、しばらく経ってからのことだった。 が二〇代半ばで著した思想書『深淵の沈黙』は、たとえなんの前提的知識がなく読んだとしても、抑えのきか い激情が直接伝わってくる作品だ。 かし、最初は何を言い いのか
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